
私
は
、
次
作
は
ぜ
ひ
時
代
物
の
長
編
を
と
念
じ
て
き
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
先
駆
的
思
想
家
新
島
襄
、
内
村
鑑
三
は
共

に
上
州
人
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
明
治
の
先
人
が
、
上
州
を

故
郷
に
し
て
い
る
の
は
何
故
か
。
安
中
藩
や
高
崎
藩
の
近
く
、

松
井
田
は
切
支
丹
大
名
の
高
山
右
近
の
滞
在
地
で
あ
っ
た
と

い
う
。
加
賀
藩
前
田
利
家
、
利
長
の
代
、
能
登
に
右
近
が
居

た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
松
井
田
の
存
在
は
初
耳
だ
っ
た
。

前
著
「
奇
妙
な
羽
衣
伝
説
」
執
筆
で
富
岡
市
を
訪
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
加
賀
藩
分
藩
の
七
日
市
藩
を
舞
台
に
選
ん
だ
。

史
実
収
集
の
取
材
に
入
る
前
に
先
人
諸
作
品
を
乱
読
し
た
。

殆
ど
の
読
者
の
先
祖
は
、
額
に
汗
し
て
働
く
民
衆
な
の
に

と
に
か
く
日
本
人
は
「
侍
好
き
」
で
あ
る
よ
う
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
始
め
の
武
将
か
幕

末
の
志
士
で
、
平
成
二
十
年
度
は
宮
尾
登
美
子
原
作
「
篤
姫
」

で
、
女
性
の
視
点
で
み
た
幕
末
の
「
侍
」
を
描
い
て
い
る
。

激
動
期
を
生
き
る
篤
姫
、
後
の
天
璋
院
は
江
戸
城
明
渡
し
に

際
し
、
大
奥
千
二
百
人
の
無
事
と
無
血
開
城
に
尽
力
し
た
人

物
の
由
。
波
乱
の
人
生
途
上
で
明
治
維
新
の
志
士
西
郷
、
勝
、

大
久
保
等
「
侍
」
と
出
会
い
な
が
ら
、
勇
気
を
持
っ
て
自
分

で
決
断
し
行
動
し
て
い
く
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

捕
物
帳
で
は
警
察
機
構
の
奉
行
、
与
力
・
同
心
が
主
人
公

で
あ
る
が
や
は
り
「
侍
」
で
あ
る
。
農
民
が
侍
に
憧
れ
て
剣

客
と
し
て
目
覚
め
跳
ね
上
が
っ
て
殺
戮
を
繰
り
返
し
た
「
新

撰
組
」
の
近
藤
勇
、
土
方
歳
三
は
「
侍
」
と
し
て
名
を
歴
史

に
残
し
た
。
定
番
の
「
中
心
蔵
」
然
り
で
あ
る
。

藤
沢
周
平
や
池
波
正
太
郎
の
描
く
人
物
は
全
て
「
侍
」
で

あ
る
。
民
衆
を
描
い
た
時
代
劇
も
確
か
に
あ
る
。
野
村
胡
堂

「
銭
形
平
次
」
や
池
波
正
太
郎
「
鬼
平
犯
科
帳
」
で
あ
る
が
、

時
代
は
全
て
江
戸
時
代
で
あ
る
。
あ
る
べ
き
日
本
人
像
と
し

て
、
江
戸
時
代
の
正
義
感
強
く
礼
儀
正
し
く
人
情
に
厚
い
、

毅
然
と
し
た
侍
精
神
が
作
品
に
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

ひ
と
頃
、
「
～
の
品
格
」
の
著
作
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

た
。
英
語
で
言
え
ば

D
i
g
n
i
t
y

で
あ
ろ
う
か
。
辞
書
に
威
厳
、

尊
厳
、
品
位
、
気
品
と
あ
る
。
そ
う
し
た
「
侍
好
き
」
の
反

面
、
落
語
に
登
場
の
日
本
人
ル
ー
ツ
は
江
戸
っ
子
気
質
に
有

る
ら
し
い
。
明
け
拡
げ
で
喜
怒
哀
楽
が
激
し
く
、
そ
の
癖
女
々

し
く
虚
勢
を
張
り
「
宵
越
し
の
金
は
持
た
ね
え
」
と
啖
呵
は

切
る
が
、
そ
れ
は
弱
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
現
代
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
庶
民
の
江
戸
仕
草
と
い
う
文
化
が
あ
る
と
い
う
。

加
賀
百
万
石
の
大
藩
か
ら
西
上
州
に
立
藩
し
た
一
万
石
の

小
藩
、
七
日
市
藩
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
秘
密
が
あ
っ
た
。

物
語
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
密
通
疑
獄
の
高
橋
景
保
の
捕

縛
を
皮
切
り
に
、
事
件
に
連
座
し
長
崎
出
島
の
通
詞
稲
部
市

五
郎
種
昌
が
、
永
牢
申
渡
さ
れ
て
唐
丸
籠
で
七
日
市
藩
に
護

送
さ
れ
て
来
る
描
写
で
始
ま
る
。
在
牢
の
市
五
郎
が
十
一
年

後
、
獄
死
し
た
実
際
の
史
実
に
基
づ
き
構
成
し
て
い
る
。

加
賀
藩
か
ら
七
日
市
藩
に
転
籍
し
た
薬
事
御
番
頭
の
宮
脇

一
之
丞
と
、
赤
毛
の
倅
一
馬(

竜
吉)

が
主
人
公
で
あ
る
。
本

妻
の
お
美
代
に
は
子
が
で
き
な
い
。
一
馬
は
、
一
之
丞
の
外

腹
の
子
、
然
も
京
の
碧
眼
の
美
女
、
お
筆
の
間
の
混
血
児
で

あ
る
。
廻
り
に
本
多
重
兵
衛
、
高
山
権
乃
進
の
個
性
的
な
人

物
を
配
し
た
が
、
一
之
丞
と
一
馬(

竜
吉)

父
子
を
、
前
著

『
奇
妙
な
羽
衣
伝
説
』
登
場
の
宮
脇
家
の
先
祖
と
し
て
も
、

ヽ

ヽ

ヽ

読
者
に
想
起
し
て
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
主
人
公
宮
脇
一

之
丞
父
子
の
生
い
立
ち
と
、
立
藩
か
ら
の
藩
主
の
秘
密
、
市

五
郎
死
後
中
之
条
と
甘
楽
郡
界
隈
に
何
故
医
師
が
輩
出
し
た

の
か
と
い
う
疑
問
に
応
え
る
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

主
題
は
古
く
て
新
し
い
「
父
子
の
確
執
と
苛
め
」
で
あ
る

が
、
伏
線
に
隠
れ(

o
r

転
び)

切
支
丹
の
受
難
が
あ
る
。
長
崎

は
異
国
文
化
流
入
の
門
戸
で
、
宗
教
一
揆
の
あ
っ
た
島
原
・

天
草
に
近
い
地
で
あ
り
、
転
び
切
支
丹
や
混
血
児
が
多
く
存

在
し
た
地
で
あ
る
と
聞
く
。
侍
の
父
と
任
侠
に
憧
れ
る
倅
の

対
立
感
情
を
描
き
、
父
子
間
の
愛
情
は
互
い
に
別
の
男
の
美

学
を
求
め
て
擦
れ
違
う
。
江
戸
の
蘭
学
塾
で
、
赤
毛
の
故
に

一
馬
は
塾
生
の
侍
の
子
弟
か
ら
苛
め
に
逢
う
。
夷
狄
を
嫌
う

い

て

き

攘
夷
風
潮
を
子
供
の
世
界
に
み
る
の
で
あ
る
。
赤
毛
の
一
馬

は
旗
本
や
御
家
人
の
子
弟
の
塾
生
に
と
っ
て
正
に
夷
狄
で
あ

ろ
う
。
夷
狄
と
は
異
民
族
を
卑
し
め
、
軽
蔑
し
て
敵
意

を
も
っ
た
り
し
て
呼
ぶ
時
に
使
う
言
葉
の
由
。
強
く
な

ろ
う
と
一
馬
は
権
乃
進
か
ら
礫
投
げ
を
習
う
。
父
の
蘭
薬
処

方
の
技
の
冴
え
を
権
乃
進
か
ら
聞
か
さ
れ
れ
ば
聞
か
さ
れ
る

程
、
倅
一
馬
は
屈
折
し
て
父
を
離
れ
て
長
崎
に
堕
ち
る
。

加
賀
の
家
を
離
れ
江
戸
で
蘭
楽
調
合
を
天
職
と
す
る
父
は
、

仕
事
こ
そ
男
の
美
学
と
理
解
し
て
い
る
が
、
労
咳
の
母
か
ら

見
た
ら
迷
惑
の
極
み
。
養
母
お
美
代
に
育
て
ら
れ
た
六
歳
の

倅
に
蘭
学
を
強
い
た
結
果
、
一
馬
は
塾
生
に
苛
め
ら
れ
挫
折

す
る
。
そ
れ
が
倅
を
し
て
、
江
戸
浅
草
で
任
侠
と
い
う
別
の

の
男
の
美
学
に
向
わ
せ
て
し
ま
う
。
蘭
薬
一
筋
の
父
の
眼
か

ら
み
た
一
馬
を
、
無
頼
の
輩
か
ら
切
放
す
た
め
に
中
之
条
の

薬
草
園
で
修
行
さ
せ
よ
う
と
計
る
。
こ
の
実
直
に
見
え
た
薬

草
園
の
当
主
は
実
は
峠
の
弥
吉
と
呼
ば
れ
る
任
侠
の
男
。

廻
り
で
、
は
ら
は
ら
と
二
人
の
間
に
入
っ
て
調
整
し
よ
と

骨
を
お
る
善
人
が
い
る
。
バ
イ
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
本
多
重
兵

衛
、
高
山
権
乃
進
で
あ
り
時
に
、
粟
津
の
女
将
お
房
、
四
万

の
博
徒
で
峠
の
弥
吉
で
あ
る
。
京
の
阿
蘭
陀
宿
の
村
上
文
蔵
、

そ
し
て
元
七
日
市
藩
の
侍
か
ら
商
人
に
転
身
の
保
坂
雅
次
郎
、

何
時
の
時
代
も
己
の
大
切
な
も
の
を
無
く
し
報
わ
れ
ず
と
も
、

魅
力
を
放
つ
男
を
支
援
し
共
鳴
す
る
人
々
が
い
た
。
そ
ん
な

江
戸
時
代
の
人
々
を
ぜ
ひ
描
い
て
み
た
か
っ
た
。

サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群(

s
a
v
a
n
t

白
痴
天
才)

と
は
、
特
定
分

野
に
の
み
驚
く
べ
き
才
能
を
発
揮
す
る
人
達
の
こ
と
を
言
う
。

サ
ヴ
ァ
ン
と
は
仏
語
で
「
賢
人
」
の
意
だ
と
い
う
。
知
的
障

害
や
自
閉
性
障
害
の
あ
る
者
の
う
ち
、
極
特
定
分
野
に
限
っ

て
常
人
に
は
及
び
も
付
か
な
い
能
力
を
発
揮
す
る
者
を
指
す
。

左
脳
損
傷
で
、
右
脳
を
異
常
に
発
達
さ
せ
た
結
果
と
い
う
。

通
詞
稲
部
市
五
郎
は
、
後
天
的
サ
ヴ
ァ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る

ま
い
か
。
ふ
と
そ
ん
な
想
い
に
駆
ら
れ
る
。
永
牢
で
極
端
な

自
閉
的
境
遇
に
置
か
れ
、
足
の
筋
肉
が
萎
え
た
結
果
、
長
崎

で
学
ん
だ
優
れ
た
蘭
語
と
シ
ー
ボ
ル
ト
譲
り
の
外
科
医
術
の
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記
憶
を
甦
ら
せ
て
発
達
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
日
市
藩

の
藩
医
に
そ
う
し
た
能
力
が
伝
わ
る
。
そ
ん
な
境
遇
に
い
る

入
牢
の
市
五
郎
を
、
竜
吉
は
受
け
た
市
五
郎
の
恩
義
に
報

い
る
た
め
に
、
護
送
途
中
に
奪
還
し
よ
う
と
策
す
。

シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
に
連
座
で
、
永
牢
申
渡
さ
れ
た
市
五
郎

は
、
長
崎
か
ら
七
日
市
藩
に
護
送
さ
れ
た
が
、
十
一
年
間
揚

が
り
屋(

牢)

で
過
ご
し
獄
死
し
た
。
取
材
し
て
み
る
と
、
幕

府
検
死
官
を
迎
え
た
時
の
食
事
の
献
立
か
ら
、
持
た
せ
た
土

産
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
ろ
か
さ
れ
た
。
推
定

の
域
を
出
な
い
が
、
在
牢
中
は
何
の
音
沙
汰
も
な
か
っ
た
の

に
、
獄
死
が
判
明
す
る
や
あ
れ
こ
れ
言
っ
て
き
て
、
高
橋
景

保
の
例
を
踏
襲
し
、
饗
応
さ
れ
る
検
死
官
の
無
神
経
ぶ
り

を
揶
揄
し
て
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
何
時
の
時
代
に
も
あ

る
お
役
目
を
笠
に
着
て
権
力
を
行
使
す
る
幕
府
役
人
の
嫌
ら

し
さ
を
暴
露
し
て
の
記
述
だ
っ
た
と
思
わ
れ
た
。

藩
主
は
幕
府
検
死
官
が
去
っ
た
後
、
市
五
郎
の
死
を
悼
み

無
許
可
で
墓
を
建
立
す
る
。
罪
人
の
埋
葬
は
お
ろ
か
、
墓
を

建
て
る
こ
と
等
は
許
さ
れ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
幕
府
検
死

官
が
去
っ
た
後
、
幕
府
の
命
に
敢
え
て
逆
ら
う
藩
主
の
思
念

は
、
何
処
に
あ
っ
た
の
か
？
そ
の
後
中
之
条
と
甘
楽
郡
に
何

故
医
師
が
輩
出
し
た
の
か
？
立
藩
時
か
ら
反
体
制
的
な
思
念

を
抱
い
て
い
た
節
が
あ
っ
た
と
、
考
古
学
者
の
今
井
幹
夫
氏

の
指
摘
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
。
そ
ん
な
七
日
市
藩
の
秘
密
に
、

史
実
に
基
づ
き
迫
っ
て
み
た
か
っ
た
。

切
支
丹
が
潜
伏
す
る
沼
田
藩
に
お
預
け
の
身
の
保
坂
雅
次

郎
が
長
崎
に
赴
き
、
伴
天
連
や
教
徒
の
受
難
の
凄
ま
じ
さ
に

触
れ
、
文
蔵
に
見
出
さ
れ
て
侍
を
捨
て
、
商
人
に
な
る
の
だ

が
、
そ
の
裏
に
あ
る
史
実
に
実
際
に
触
れ
て
み
た
い
と
当
初

長
崎
に
も
取
材
に
赴
く
積
り
だ
っ
た
が
、
鳴
滝
の
シ
ー
ボ
ル

ト
記
念
館
の
方
か
ら
戴
い
た
資
料
を
参
考
に
し
た
。
シ
ー
ボ

ル
ト
来
日
数
十
年
前
、
薬
草
採
取
目
的
で
ツ
ン
ベ
ル
グ
が
長

崎
に
き
て
、
出
島
に
菜
園
を
つ
く
っ
て
い
る
ら
し
い
。

隠
れ
切
支
丹
と
い
う
言
葉
に
、
生
月
島
や
五
島
に
身
を
隠

い
き
づ
き

し
て
信
仰
に
殉
じ
た
人
々
を
連
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
所
が
上

州
と
武
州
に
も
隠
れ
切
支
丹
が
い
た
と
い
う
二
冊
の
本
に
出

逢
っ
て
、
語
の
底
流
に
隠
れ(

転
び)

切
支
丹
を
想
起
さ
せ
る

筋
立
て
と
し
た
。
つ
ま
り
、
市
五
郎
は
転
び
切
支
丹
で
混
血
、

倅
宮
脇
一
馬
も
同
様
に
混
血
で
あ
る
と
想
定
し
た
の
で
あ
る
。

本
一
つ
は
「
群
馬
の
隠
れ
切
支
丹
」(

田
中
澄
江
著)

、
他

は
「
山
里
の
殉
教
者
た
ち
」(

北
沢
文
武
著)

で
あ
る
。
「
群

馬
の
～
」
は
、
上
毛
新
聞
刊
で
絶
版
だ
っ
た
の
で
、
群
馬
の

知
人
を
通
じ
て
必
要
箇
所
を
コ
ピ
ー
し
て
戴
い
た
。
さ
き
た

ま
出
版
会
「
山
里
～
」
は
地
元
図
書
館
よ
り
借
り
出
し
た
。

両
著
の
記
述
内
容
に
思
わ
ず
惹
き
込
ま
れ
た
。

隠
れ
切
支
丹
の
里
は
、
旧
真
田
領
の
沼
田
藩
川
場
村
界
隈

と
、
上
州
と
武
州
県
境
を
流
れ
る
神
流
川
流
域
に
あ
っ
た
と

い
う
。
両
地
に
殉
教
の
切
支
丹
が
隠
れ
て
暮
ら
し
、
現
在
も

墓
が
残
さ
れ
て
い
る
と
。
然
も
神
流
川
界
隈
の
切
支
丹
は
、

京
や
江
戸
の
潜
入
者
も
居
た
ら
し
い
が
、
沼
田
出
身
で
元
侍

や
医
師
の
帰
農
者
で
あ
る
ら
し
い
と
。
長
瀞
町
と
皆
野
町
境

界
の
出
牛
峠
は
、
デ
ウ
ス
が
訛
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
と
。

で

う

し

沼
田
領
川
場
門
前
組
の
名
主
八
右
衛
門
が
提
出
し
た
元
禄

十
六
年
の
「
古
切
支
丹
類
族
死
失
存
命
帳
」
に
は
、
幕
府
よ

り
指
名
手
配
を
受
け
た
「
東
庵
」
な
る
布
教
師
の
存
在
が
記

イ

ル

マ

ン

載
さ
れ
て
い
る
。
「
東
庵
」
は
足
尾
銅
山
の
金
鉱
夫
だ
っ
た

が
、
沼
田
戸
神
の
人
夫
と
し
て
潜
入
し
主
導
布
教
し
た
由
。

同
時
期
、
真
田
伊
賀
守(
信
利)

の
家
臣
に
転
び
切
支
丹
の
高

の
ぶ
と
し

野
甚
五
左
衛
門
が
お
り
、
布
教
に
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
と
。

じ

ん

ご

ざ

え

も

ん

多
野
郡
浄
法
寺(

現
藤
岡
市
鬼
石)
の
神
流
川
の
善
明
寺
河
原

で
、
古
切
支
丹
が
処
刑
さ
れ
清
ら
か
な
神
流
川
を
血
で
染
め

た
と
い
う
善
明
寺
伝
説
は
作
り
話
ら
し
い
が
、
「
切
支
丹
宗

門
史
」
に
上
州
の
記
述
が
あ
り
存
在
は
確
か
だ
っ
た
と
。

奥
利
根
川
場
村
は
、
石
仏
の
多
い
所
で
あ
る
。
最
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
石
仏
に
、
子
育
慈
母
観
音
像
が
あ
る
。
ベ
ー

ル
を
被
り
赤
子
に
乳
を
含
ま
せ
る
そ
の
姿
は
、
ま
る
で
長
崎

の
生
月
島
に
あ
る
マ
リ
ア
観
音
を
思
わ
せ
る
。
奥
利
根
地
方

い
き
づ
き

に
は
、
信
州
高
遠
の
石
工
が
入
り
込
み
様
々
な
「
冥
土
の
神
々
」

の
石
仏
を
刻
ん
で
い
る
。
渡
瀬
村
か
ら
北
東
二
㌔
㍍
の
池
田

村
観
音
堂
、
秩
父
金
昌
寺
、
新
治
村
に
も
マ
リ
ア
観
音
を
思

わ
せ
る
石
仏
が
あ
る
し
、
月
夜
野
の
後
閑
に
は
、
切
支
丹
の

騎
士
像
を
思
わ
せ
る
石
仏
が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

観
音
は
元
々
男
性
で
女
性
で
は
な
い
と
い
う
。
マ
リ
ア
観

音
の
存
在
は
奇
妙
で
あ
る
。
赤
子
を
抱
き
乳
を
含
ま
せ
る
姿
、

女
性
的
な
姿
態
や
表
情
は
慈
愛
に
満
ち
た
母
で
あ
る
。

二
月
末
鬼
石
に
行
っ
た
。
多
野
郡
鬼
石
町
は
最
近
合
併
し

お

に

し

て
藤
岡
市
に
な
っ
た
。
工
務
店
の
会
長
に
道
案
内
を
依
頼
し

同
町
浄
法
寺
の
事
務
所
を
訊
ね
、
家
内
同
道
で
神
流
川
流
域

の
隠
れ
切
支
丹
墓
の
探
索
に
出
掛
け
た
。

真
意
の
程
は
定
か
で
な
い
が
、
渡
瀬
村
、
神
流
川
流
域
対

岸
の
元
西
武
化
学
の
河
川
敷
が
広
が
る
辺
り
は
、
善
明
寺
河

原
と
言
い
、
血
を
染
め
た
切
支
丹
の
処
刑
跡
だ
っ
た
由
。

譲
原
の
満
福
寺
の
山
門
に
お
地
蔵
様
と
如
意
輪
観
音
が
あ
り
、

お
地
蔵
様
の
錫
杖
に
十
字
架
が
刻
ま
れ
、
観
音
は
マ
リ
ア
の

よ
う
な
容
貌
で
あ
っ
た
。
丘
の
中
腹
に
切
支
丹
と
お
ぼ
し
き

墓
が
並
ん
で
い
た
。
こ
の
寺
に
は
西
洋
人
の
顔
を
有
す
る
達

磨
図
と
、
「
泰
西
王
侯
図
」
と
称
し
王
冠
を
被
り
鎧
を
着
け

た
騎
士
の
絵
が
あ
っ
た
と
い
う
。
国
指
定
の
重
要
文
化
財
の

二
枚
の
南
蛮
絵
共
に
、
現
在
高
崎
市
岩
鼻
の
県
立
美
術
館
に

移
管
さ
れ
た
由
で
実
物
を
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

鬼
石
か
ら
埼
玉
県
に
入
り
、
池
田
村
に
赴
く
。
本
に
よ
る

と
こ
こ
の
観
音
堂
に
黒
い
マ
リ
ア
観
音
に
似
た
像
が
あ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
出
掛
け
て
み
た
が
、
建
屋
の
中
に
あ
る

ら
し
く
実
際
の
像
は
拝
め
な
か
っ
た
。

神
流
川
は
県
最
南
端
の
上
野
村
、
三
国
山
に
源
流
を
発
し
、

埼
玉
と
群
馬
を
分
け
る
河
川
で
あ
る
。
途
中
下
久
保
ダ
ム
で

堰
き
止
め
ら
れ
、
直
下
の
流
域
は
、
三
波
石
峡
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
合
流
す
る
三
波
川
と
と
も
に
、
庭
石(

青
緑
の
変
性

岩)

の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
鬼
が
放
り
投
げ
た
と
い

う
巨
岩
や
奇
岩
。
鬼
石
は
、
冬
に
咲
く
寒
桜
と
三
波
石
で
知

ら
れ
る
場
所
で
あ
る
が
、
隠
れ
切
支
丹
の
里
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
江
戸
時
代
は
、
役
人
も
め
っ
た
に
来
な
い
秘
境
の

地
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

了
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